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宗

ゴールデンウィーク中は子供達の姿も多く見られました

日
本
海
海
戦
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0
周
年
特
別
展

『
亜
細
亜
の
夜
明
け
』
開
催
中
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/
2
9
S
6
/
2
8

ま
で

ー
沖
津
宮
が
鎮
座
す
る
沖
ノ
島
は
、

ー
歴
史
の
表
舞
台
に
大
き
く
二
度
ス
ポ

一
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
―
つ
は

ー
四
S

十
世
紀
に
か
け
て
大
和
朝
廷
に

ー
よ
り
国
家
の
安
泰
と
海
路
の
安
全
を

一
祈
っ
て
行
わ
れ
た
『
国
家

ー
祭
祀
』
で
あ
る
。

ー
も
う
―
つ
は
、
我
国
が

ー
ア
ジ
ア
の
国
々
に
先
駆
け

ー
て
近
代
化
し
た
明
治
時
代
、

一
我
国
の
命
運
を
か
け
ロ
シ

ー
ア
と
戦
っ
た
『
日
露
戦
争

ー
』
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も

ー
最
大
の
海
戦
と
な
っ
た
『

一
日
本
海
海
戦
』
が
、
明
治

一
三
十
八
年
(
-
九
0
五

一
）
五
月
二
十
七
日
、
沖
ノ

ー
島
北
西
の
洋
上
で
行
わ
れ
た
。

一
世
界
海
戦
史
上
、
稀
に
み

6月祭事暦

〇毎月 1 ・ 15日月次祭

1 日

午前10時

高宮祭

第二宮・第三宮祭

引き続き

宗像護国神社月命

午前11 時

総社祭（浦安舞奉紺

ー
る
大
勝
利
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、

ー
当
時
指
揮
を
執
っ
た
日
本
連
合
艦
隊

ー
東
郷
司
令
長
官
（
元
帥
）
は
、
ぴ

ー
と
え
に
宗
像
大
社
の
神
助
に
よ
る
も

ー
の
と
、
海
戦
後
、
『
神
光
照
海
』

` 
15日

午前10時

高宮祭

第二宮・第三宮祭

引き続き

第二宮・第三宮祭

宗像護国神社巡拝

午前11 時

総社祭（豊栄舞奉象

毎
日
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
流
れ
て
く
る

の
は
、
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
親
が

子
を
殺
し
、
子
が
親
を
殺
す
、
又
成
人

が
幼
児
を
虐
待
す
る
な
ど
悲
惨
な
も

の
が
多
い
。
近
年
ま
で
世
界
で
一
番
安

全
な
国
日
本
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
・
日
本
人
の
日
本

人
ら
し
い
道
徳
・
美
徳
·
モ
ラ
ル
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
？
・
私
は
そ
れ
が
『
教
育

勅
語
』
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

『
教
育
勅
語
』
と
は
、
明
治
二
十
三
年

十
月
三
十
日
に
発
せ
ら
れ
た
明
治
天

皇
の
勅
語
で
あ
り
、
我
が
国
の
教
育

の
根
本
方
針
で
あ
っ
た
。

最
近
教
育
基
本
法
の
見
直
し
等
も

耳
に
す
る
。
ゆ
と
り
教
育
の
歪
み
に
よ

り
学
力
の
低
下
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
我
が
国
は
学
歴
社
会
と
化
し
、
学

力
学
歴
が
最
も
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
学
力
よ
り
も
先
ず
は
心
の
教

育
が
先
決
で
は
な
か
ろ
う
か
？
・
テ
ス

ト
で
い
い
点
を
取
り
い
い
大
学
に
進

む
よ
り
も
、
国
を
愛
し
人
を
思
い
や
り

祖
先
を
敬
う
心
を
養
う
た
め
に
も
是

非
今
一
度
こ
の
『
教
育
勅
語
』
を
紐
解

き
日
本
人
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
•
そ
れ
こ
そ
が

我
が
国
の
急
務
で
あ
る
。

日
本
国
民
が
日
本
人
ら
し
さ
を
一

日
で
も
早
く
取
り
戻
し
、
悲
惨
な
ニ

ュ
ー
ス
が
聞
こ
え
て
こ
な
い
日
を
待

ち
臨
む
。

(
A
.
I
)
神具・装束

令井 浜
t
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軸類は全て直筆です

の
額
、
指
揮
を
執
っ
た
軍
艦
『
三
笠
一

』
の
「
羅
針
儀
（
船
の
命
）
」
等
を
奉
一

納
し
、
篤
い
崇
敬
の
念
を
捧
げ
ら
れ
た
。
一

本
年
は
海
戦
勝
利
よ
り
百
周
年
に
あ
ー

た
る
。
こ
れ
を
記
念
し
、
全
国
各
地
で
一

奉
祝
行
事
等
が
開
催
ま
た
は
予
定
さ
れ
一

て
い
る
が
、
当
大
社
で
も
こ
の
大
海
戦
一

の
歴
史
的
意
義
等
を
で
き
る
限
り
多
く
一

の
人
々
に
再
確
認
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
一

次
の
世
代
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
一

を
願
い
、
四
月
二
十
九
日
よ
り
六
月
ニ
ー

十
六
日
迄
の
ニ
ヶ
月
間
、
神
宝
館
で
『
一

亜
細
亜
の
夜
明
け
ー
日
本
海
海
戦
百
周
一

年
特
別
展S

』
を
開
催
し
て
い
る
。
~

初
日
の
二
十
九
日
午
前
十
時
に
開
館
一

式
が
行
わ
れ
、
神
職
に
よ
る
御
祓
い
の
一

後
、
神
島
宮
司
よ
り
「
明
治
の
先
人
達
一

の
偉
業
に
想
い
を
寄
せ
て
ほ
し
い
」
と
一

挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
一

同
展
で
は
、
当
時
島
に
勤
務
し
て
い
一

た
神
職
の
克
明
な
「
社
務
日
誌
」
な
一

ど
、
当
大
社
所
蔵
晶
は
も
と
よ
り
、
東
一

郷
神
社
（
福
津
市
）
よ
り
軍
艦
『
三
一

笠
』
の
「
探
照
灯
」
、
東
郷
元
帥
直
―

筆
の
書
、
写
真
等
を
、
的
原
神
社
（
福
一

津
市
）
よ
り
巨
大
絵
馬
を
と
総
数
五
十
~

点
余
り
を
展
示
し
て
い
る
。
一

ま
た
（
財
）
三
笠
保
存
会
（
神
奈
一

川
県
横
須
賀
市
）
協
力
の
も
と
、
日
露
―

戦
争
の
経
緯
や
当
時
の
世
界
情
勢
な
ど
一

一
連
の
流
れ
を
、
パ
ネ
ル
を
使
い
分
か
一

り
易
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
~

当
時
の
極
め
て
厳
し
い
国
際
情
勢
下
、
一

国
難
に
立
ち
向
か
い
克
服
し
た
明
治
の
一

先
人
達
か
ら
何
か
を
学
び
に
足
を
運
ん
一

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
一

a
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風
薫
る
五
月
五
日
こ
ど
も
の
日
、
恒
例

の
五
月
・
浜
宮
祭
が
、
宗
像
市
神
湊
の
浜

宮
で
、
引
き
続
き
同
市
江
口
の
五
月
宮
で

斎
行
さ
れ
た
。

3
 

A
 

神
郡
宗
像
に
初
夏
の
漂
い

五
月
浜
宮
祭
斎
行

. 
＿
五
月
五
日
早
朝
、
奉
仕
員
一
同
宗
像
一

―
市
神
湊
の
住
宅
街
に
鎮
座
す
る
浜
宮
へ
~

ー
出
向
。
浜
宮
に
は
御
社
殿
は
な
く
石
祠
で
、
~

た
め
つ
も
の

ー
そ
の
御
神
前
に
海
川
山
野
の
味
物
に
加
え
、
~

t
-
『
赤
飯
』
『
粽
』
｛

f
f
『
ガ
メ
の
媒
鰻
頭
』
~

ざ
f来7

r

『
菖
蒲
酒
』
な
ど
~

]
[
[
]
賛

供
え
し
、
午
前
十
一

時
三
十
分
浜
宮
祭
i

。

を
斎
行

神
島
宮
司
以
下
~

神
職
四
名
が
奉
仕
し
、
一

当
大
社
責
任
役
員
、
~

氏
子
会
、
地
元
総
~

代
を
は
じ
め
神
湊
一

地
区
の
各
区
長
を
i

は
じ
め
地
元
の
方
一

疇
が
多
数
参
列
し
た
。
一

神
引
き
続
き
、
同
~

島るす
市
江
口
の
五
月
ヶ
一

上奏
丘
に
鎖
座
す
る
五
~

を鋼
月
宮
へ
移
動
。
五
一

祭
月
宮
も
御
社
殿
は
~

で宮浜
な
く
、
大
き
な
柾
一

よ
り
し
ろ
ひ
も
ろ
ぎ

の
木
を
依
代
と
す
る
神
離

祭
場
で
、
そ
の
前
庭
に
浜

宮
祭
と
同
じ
く
神
隈
を
お

供
え
し
、
午
前
十
一
時
浜
西
滋

宮
祭
参
列
者
に
加
え
、
江
皇
岱

ロ
区
の
各
区
長
、
玄
海
少
，
口
麟

年
自
然
の
家
関
係
者
、
地
｀
：
|
園

元
の
方
が
多
数
参
列
す
る
沢
彎
慇
岱

中
、
五
月
祭
を
斎
行
し
た
。
、
誓
食

~-5 

同
宮
は
釣
川
の
河
口
に
鎮
蜘

を
へ
紐

座
し
、
海
か
ら
の
浜
風
が
．
な
、
．
f

1

往
時
の
『
泊
殿
』
を
男
昴
“
た
2

と
さ
せ
る
心
地
よ
い
祭
典
』
＂
り
i
、
.
.
.
·
'

と
な
っ
た
。

祭
典
後
、
五
月
宮
す
ぐ

•
5
`

横
の
当
大
社
五
月
寮
で
匝
t
t
,

会
が
催
さ
れ
、
神
島
宮
司
；
．
．
、

よ
り
五
月
・
浜
宮
祭
の
由
、

.

.

.

.

.
A

き

緒
を
交
え
た
挨
拶
が
あ
り
、
ー'\
,
9
い
ぷ
じ

参
列
者
一
同
連
綿
と
受
継
ぐ
こ
と
の
大
一

切
さ
を
感
じ
つ
つ
菖
蒲
酒
で
乾
杯
゜
楢
ー

の
若
第
が
敷
か
れ
た
折
敷
に
盛
ら
れ
た
~

赤
飯
・
ガ
メ
煮
．
腑
．
粽
を
古
式
ゆ
か
｛

し
く
栗
箸
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
神
人
一

和
楽
の
一
刻
を
過
こ
し
た
。
｛

稲
の
成
長
を
予
祝
す
る
神
事
で
も
あ
~

る
こ
の
五
月
・
浜
宮
祭
が
終
る
と
、
神
一

郡
宗
像
で
は
田
植
え
の
準
備
が
始
ま
り
、
｛

一
面
の
水
田
に
早
苗
が
影
を
浮
か
べ
な
一

が
ら
夏
へ
と
木
々
も
緑
を
深
め
て
い
く
。
｝

元
来
は
端
午
節
句
の
祝
祭
で
あ
る
が
、

今
か
ら
約
六
0
0
年
前
の
当
大
社
の
祭
事

記
録
（
正
平
年
中
行
事
・
鎌
倉
期
御
供
下

行
事
・
応
安
神
事
次
第
等
）
に
よ
れ
ば
、

本
来
の
早
苗
月
（
早
苗
を
植
え
る
時
期
）

の
信
仰
に
外
来
の
節
句
が
相
重
な
り
、
中

世
に
お
け
る
そ
の
祭
事
で
は
田
植
神
事
・

田
楽
に
加
え
、
京
風
の
競
馬
・
流
鏑
馬
・

襄
弓
（
歩
射
）
等
も
行
わ
れ
、
そ
の
様
子

は
秋
の
『
放
生
会
]
に
対
し
「
『
五
月
会
』

大
神
事
」
と
呼
ば
れ
る
程
の
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
た
。

当
時
は
、
海
上
に
社
殿
を
設
け
る
「
浮

殿
造
り
j
の
『
泊
殿
j
と
い
う
御
旅
所
が

江
口
浜
（
河
口
）
に
設
け
ら
れ
て
、
五
月

五
日
こ
の
泊
殿
へ
田
島
宮
（
現
1
1
辺
津
宮
）

か
ら
、
三
宮
（
沖
・
中
·
辺
津
宮
）
と
許

斐
宮
（
宗
像
市
王
丸
）
、
織
幡
宮
（
宗
像

市
鐘
崎
）
宗
像
五
社
の
神
輿
が
御
神
幸
し

た
。
現
在
の
浜
宮
・
五
月
宮
い
づ
れ
も
「
泊

殿
」
の
昭
か
れ
た
地
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

中
世
に
隆
盛
を
極
め
た
こ
の
祭
事
も
、

宗
像
大
宮
司
家
の
断
絶
等
に
よ
り
江
戸
期

に
は
中
絶
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
五

月
五
日
三
0
0
年
振
り
に
斎
行
さ
れ
今
日

に
至
る
。

当
時
を
伝
え
る
社
報
「
宗
像
」
二
十
九

号
（
昭
和
三
十
八
年
六
月
一
日
発
行
）
に

は
、
宗
像
市
郡
内
の
神
職
ら
が
奉
仕
し
、

十
二
体
の
神
暉
が
刺
し
立
て
ら
れ
た
こ
と
、

一
五
0
人
の
参
列
が
あ
っ
た
こ
と
、
浜
宮

祭
終
了
後
、
み
あ
れ
祭
の
御
座
船
と
同
じ

く
紅
白
の
「
吹
き
流
し
」
を
靡
か
せ
、
五

月
宮
ま
で
陸
上
神
幸
し
た
こ
と
等
、
当
時

の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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四
月
二
十
九
日
昭
和
祭
で
賑
わ
う
御
本

殿
で
、
平
成
十
七
年
度
宗
像
大
社
奨
学
金

・
宗
像
大
社
荒
井
奨
学
金
受
給
生
の
奉
告

祭
が
斎
行
さ
れ
、
本
年
度
の
受
給
生
六
〇

名
が
御
神
前
に
集
っ
た
。

;.y

,n 

平
成
十
七
年
度

宗
像
大
社
奨
学
金
・
宗
像
大
社
荒
井
奨
学
金

受
給
生
奉
告
祭

S

受
給
生
は
延
べ
七
一
五
人
に

ー、一I〗〗;i 平成17年度の奨学金受給者面々 し参に進宗

そ中範セ奨しれの学島説一 つ勉派捧受長祭‘列参学像
それ冨雄ン学て平奨金宮明 祭た学なげ給会典奉‘集し・
のぞ玄会卜金い成学選司会覆典゜に社‘生ので靡開←全靡
後れ海長ラ選る十金定か巨書復 勤会宗の代tさに祭前徒両

直西掌魯少腐孟犀悶零拿f；号は し合奥袋杏宗拿亨土卒開
当れ校理ユを大かに‘像ゎ式清 こな神も続像列後時人の
神た長と二＾社ら賛当大れ"==閲 とる様玉い地しにかが中
職。かし荒株荒支同大社‘とで をよに串て区たはら保学
が らて井____井給さ社奨神ー、 誓う立を‘校゜拝の護を
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

し今こつ族④道 かたてに本用受の昭
て月ので‘ ‘与ら方も各年紙け奨和
掲号作、⑥宗②えーはらテ度を取学三
載か文各最像将をつ保い l 力、持り金＋
致らは人近大来アを護‘マら贔 の五
･ ；闘‘し思；怠慧臥↓唇者保にそ 続歴年
文霊盆‘し竺は、怠®は執腐胃児腐ごし‘史ぢf
----受合にるい ①門めがてで盆ょ制始
給も書二出腐奨たら代作生筆 7 定ま
生あいュ⑤大学。れ理文徒でま目つ
便りて I たでを一ぁで的てりまいス私慧魯 テ出執人つは‘い
"==すたのの私使 l 席筆ーた原規る
とが二六家 、い マしし人が稿定こ神島宮司よリ『選定書』を受け取る第47期生代表

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

をの社負 は今名宗は像和御＋ 学
切趣奨っ一七春づ像六市三成四当金書
望旨学有 0 のつ市中・十婚年大支き
すに金為郷五新毎・学郡五を十社給絃
そそ受な土人受年郡校内年記ーのをぇ
っ給人をに給二内____のに念月奨受た
た生材愛の生＋ ＋に中第し十学け方
社闘畠し、与二名中支学一て一金‘か
会ょ成将。十に学給校期制日制闘ら
人り"==来 名支校さ出生定‘度を第
に の で給よれ身と‘今はあー
な____―日 延しり‘者し翌上 と回
るの宗本 べて各現＾て年陛昭に目
こ制像を 人い校在当‘の下和しのf__―-1·正コ・TI ~I:墨
と定大背 数る二は時宗昭の三た奨作文は子供の代理として来られた保護者の方にも執筆いただきました。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------·—o- -

’‘`’ 

吉
永
圭
佑

古
賀
有
加
里

龍
官
の
ぞ
み

鎌
瀬
芽
衣

馬
渡
あ
ゆ
み

吉
武
香
織

磯
邊
聡
文

佐
々
木
美
奈

大
坪
多
佳
墨

増
山
綾

赤
川
千
尋

松
隈
舞

野
上
智
晃

井
上
優
美

濱
村
学

中
島
朱
音

須
藤
実
智
子

前
田
裕
子

杉
本
久
欣

岡
本
怜
花

第
四
十
七
期
新
奨
学
生

二
0
名
は
次
の
通
り

（
大
島
中
卒
）

(

f

f

)

 

（
玄
海
中
卒
）

(

f

f

)

 

（
日
の
里
中
卒
）

(

f

f

)

 

（
宗
像
中
央
中
卒
）

(

f

f

)

 

（
城
山
中
卒
）

(

f

f

)

 

（
河
東
中
卒
）

(

f

f

)

 

（
自
由
ヶ
丘
中
卒
）

(") 
（
津
屋
崎
中
卒
）

(") 
（
福
間
中
卒
）

(") 
（
福
間
東
中
卒
）

() 

" 

昭和祭での巫女舞『浦安舞』
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が I|l0 月
フ—

本吉で十
年武ぁ六
も邦る日
当彦
大氏-,宗
社____髯像
沖以市
津下棗の
宮会塾町
の員お
鎮ニーこ

座＋ ＾し

の玄す
孤界宗る
島灘像沖
ーの市ノ
沖真神島
ノつ湊醤
島只のり

屋根に溜まった落葉もきれいに掃いていただきました ；悶悶闊 そ；~
六い内清訪 0 ープ 許方み祭る島＋毎さ上一原体塁累サ胄 、こ主
孟危盃ぶ癸ぶ悶ば嬰裏拿二｀属言盲悶烹雰唇塁塁岱ゞぷ卒胄 ＇り
古；含盆塁塁己悶＇r閤『5 詈g嬰よ篇］よゞ靡忍しな靡雷〗、亙 押
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

流の台参て宗り仕 へ直約出進K 清輯躊譴駁瞥睾芯·夏‘~-1一，；1
れ屋風道神像をしまとちー港丸い当掃
着根等等職大捧奉ず向に時‘"==日奉
いにではー社げ告、か全間晴 午仕
た積倒掃名辺た祭沖つ員弱天＾前を
巨もれきが津後をノな海でで船八行
大った清靡宮‘斎島 中沖凪長時つ

I t星［り古、;:信 : : [ `素口：等葉本てて一仕同の し着順
‘‘殿いぃ年に敬神 ‘°調譲埼

入悶罪ぷ食念な嬰 9 悶贔晶竺ー 一r夏冒じご｀‘·冒ン
でに殿 ‘めした祈奉 宮後みで共： チェンソーを使って倒木も撤去していただきました
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

玄
海
未
来
塾

本
年
も
『
沖
ノ
島
」

盟零塁本悶麿万塁塁奉含竺字↓菜甘悶
行年戦年無ーニ周止仕をてるソ殿つこ
をの百度事中＋回場作取行な l 横てと
祈一周のに津八しで業戻ゎどをにいが
念沖年清鐘宮日た直後しれ‘使倒た困
し津の掃冒"==宗後会、t~、清っれだ難
一宮記奉へを像離を島 見掃てたいな
同現念仕到正市島催の 違奉細木た清
家地すを着式としし荘 え仕かな゜掃
路大べ絃し参合た‘厳 るはくど昨を

、、令•注吋勺鷹璽9·;: [ :な： ［井： [ ̀  ；旦ど： ］口
奉仕作業前の報告祭（沖津宮社殿内） tこ無しな：本： f妥ナこ ‘て： 0) らに捐i工雁し同
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

1 新人紹介 霜罰ぶ9討澪ぢ屯悶竺芦晶門誓ばな抱負］

巫
女

①白石はな絵
②昭和62年2月 22 日(1 8歳）

③宗像市鐘崎

④水産高

⑤タコ釣り、

アコースティックギター

こうえいまる

⑥父は鐘崎の広栄丸です。高校生の時に
宗像大社で巫女さんのアルバイトをして
みて巫女さんをしてみたいと思いました。
これから先輩の巫女さんにいろいろ教え
ていただき、一人前の巫女になりたいと
思います。至らない点が多々あるとは思
いますが、どうぞよろしくお願いします。
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むなかた電子博物館オープン
～特別企画では『沖ノ島特集』も～

4月 21 日、宗像市役所の公式ホームページ (H p)とは別に、情

報政策課が中心となり構築準備委員会が制作する『むなかた電子博

物館』がオープンしました。

このHP は、宗像全体が貴重な博物館であるとの考えのもと、小

中学校の教材や市民の地域学習の一助となることを目的に「わがま

ち宗像」を様々な角度から分かり易く作られています。

宗像地域を海・地上・動植物・人・文化・星と六段階の階層で表

現し、見学者を見たいカテゴリーにすばやく案内します。この地域

全体を空間的に表現しているのが、今までの『電子博物館』 『イン

ターネット博物館』との違いで、この試みは全国初だそうです。

大人だけでなく子供も対象とした HP らしく、 「むなかた仙人（

宗像のことならなんでも知ってる仙人） 」というキャラクターがメ

インナピゲーターとして案内し、さらに「仙人のルーペ」など七つ

道具が要所に配置され、さらに詳しく知りたい方にも対応出来るよ

うになっています。

特別企画展コーナーもあり、今回は「むなかたヒストリー探検隊

沖ノ島特集」として、当大社境内地『沖ノ島』が特集されていま

す。 CG映像もあり沖ノ島の裏側 』·’
は勿論、回転させたりもできます。

『むなかた』をご存知ない方、

さらに『むなかた』を知りたい

方、アクセスしてみてはいかがで

しょうか。

2

.
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アクセス ロ
むなかた電子博物館 E璽皿］0
http/ /d-munahaku.com 
お問い合わせ先

宗像市情報推進課情報推進係

TEL (0 9 4 0) 3 6 -5 4 4 4 

三
月
二
十
日
十
時
五
十
三
分
、
福
岡
は
｛

掘
れ
動
い
た
。
福
岡
に
は
大
き
な
地
痕
は
~

な
い
ー
と
い
う
安
全
神
話
が
揺
れ
た
日
だ
一

っ
た
。
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
余
震
に
脅
え
ー

て
い
る
。
台
風
の
よ
う
に
刻
々
と
情
報
が
一

入
っ
て
く
る
の
と
違
い
、
全
く
地
震
は
突
i

然
や
っ
て
く
る
。
阪
神
・
中
越
・
ス
マ
ト
ー

ラ
地
震
と
地
震
の
恐
怖
は
い
や
と
言
う
ほ
ー

ど
テ
レ
ビ
で
見
て
き
た
が
、
そ
れ
が
現
実
一

に
体
験
す
る
と
は
福
岡
の
者
は
誰
れ
一
人
一

と
し
て
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一

私
は
そ
の
日
、
福
岡
市
海
の
中
道
を
歩
~

こ
う
と
、
宮
地
岳
線
に
家
内
と
乗
っ
て
い
一

た
。
地
裳
の
時
は
電
車
の
中
だ
っ
た
。
三
~

苫
駅
の
手
前
で
電
車
が
停
ま
っ
た
。
運
転
｛

手
が
何
か
言
っ
て
い
た
が
よ
く
聞
こ
え
な
一

か
っ
た
。
動
き
出
し
て
三
苫
駅
で
降
り
、
一

改
札
口
に
出
る
と
、
駅
員
が
「
こ
こ
は
｛

危
な
い
か
ら
す
ぐ
に
出
て
下
さ
い
」
と
一

言
う
。
駅
か
ら
外
に
出
る
と
、
近
く
の
家
々
~

か
ら
人
が
外
に
出
て
い
る
。
み
な
蒼
い
顔
一

を
し
て
「
怖
か
っ
た
」
「
農
度
六
弱
一

（続）

だ
っ
た
」
と
脅
え
た
表
情
だ
っ
た
。

三
苫
海
岸
を
目
指
し
て
行
く
と
、
屋
恨

の
棟
瓦
が
崩
れ
た
り
、
落
ち
て
い
る
外
の

鉢
物
が
倒
れ
、
割
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
た
。

三
苫
の
綿
津
見
神
社
の
石
灯
篭
が
倒
れ
て

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
。
倒
れ
て
い
な

い
灯
篭
は
四
隅
が
弾
け
て
割
れ
て
い
た
。

海
岸
の
方
に
出
よ
う
と
す
る
と
、
「

津
波
が
来
る
の
で
浜
に
降
り
な
い
よ
う

に
」
と
パ
ト
カ
ー
の
普
察
官
や
地
元
の

消
防
団
が
来
て
注
意
を
し
た
。
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
飛
来
し
て
、
津
波
が
来
る
こ

と
を
上
か
ら
放
送
し
て
い
た
。

幸
い
津
波
も
こ
ず
、
し
ば
ら
く
高
台
に

座
し
て
沖
の
方
を
見
て
い
た
ら
、
余
震
が

続
き
、
家
の
こ
と
が
心
配
に
な
っ
て
三
苫

駅
へ
。
宮
地
岳
線
・
JR
共
に
不
通
、
幸

い
バ
ス
が
動
い
て
い
た
の
で
我
が
家
に
た

ど
り
着
い
た
。
ド
ア
を
あ
け
て
驚
い
た
、

飾
っ
て
い
た
木
彫
や
泥
人
形
、
ガ
ラ
ス
ビ

ン
な
ど
が
落
ち
割
れ
て
い
た
。
古
賀
の
資

料
館
に
電
話
を
す
る
が
不
通
。
三
時
頃
に

い
し
い
た
だ
し

193 
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ダイドー祭リドットコム
2005参加祭り【北から】

ねぷた祭り （青森） 阿波踊り （徳島）

相馬馬追 （福島） よさこい祭り（高知）

放生祭 （福井） 西大寺会陽 （両山）

おわら風の盆（冨山） 若宮ハ幡裸踊り（大分）

浜松まつり （静岡） みあれ祭 （福岡）

にっほんど真ん中祭り 長崎くんち （長崎）

（愛知） 糸満ハーレー（沖縄）

仁］ http://www.dydo-matsuri .com/
且

ダイドー祭りドットコム
お祭リポート『みあれ祭現地特派員が行く』
スタート
『ダイドードリンコ（株）』ご存知でしょうか。大阪市中央区に本

社を置く総合飲料メーカーです。このダイドーが主催しているウ

ェブサイト『ダイドー祭りドットコム』に当大社の『みあれ祭』

が全国の様々な『祭り』とともに掲載されており、各地の祭りを伝

える「現地特派員が行く」のコーナーでは広報担当の神職がブロ

グ（日記形式のホームページ）を載せています。

このダイドーさん「ドリンク」ではなく、「ドリンコ」なのが

以前から気になっていましたが、この「ドリンコ」は「ドリンク

(Drinnk) 」に仲間会社を意味する「カンパニー (Campany)

」のCをプラスした造語だそうです。「ダイドー」は設立母体で

ある『大同薬品工業』を英字標記にしただけに思われがちです

が「ダイナミック (Dynam ic) 」と「ドウ (Do) 」にちなんで、『

ダイドー』としているそうです。つまりダイドードリンコとは、「

ダイナミックに活動するドリンク仲間」という意味が込められ

ているようです。

その理念を通し『日本の祭り』を応援しているのが、『ダイドー

祭りドットコム』で、このウェブサイトは平成15年に青森のねぶ

た祭りを紹介した『ダイドーねぶたドットコム』に始まり、昨年は

全国9ヶ所の祭りを、今年は13ヶ所の祭りを紹介しています。

勿論、みあれ祭もあり、ブログは既に始まつています。みあれ祭

は 10月ですが、予定ではみあれ祭終了後の 12月位まで続くよう

です。是非御覧下さい。

三苫にて、棟瓦が多くこわれた

／i寮割い地あ国 動年歩ツ大地十..__...夜 地野 し通
弓枯れる震りを古し＋行時地康八正大明裳文文てじ

醤腐羞足久喪心壽元肴盆震虹日只讐翡畠農虎贋匹
'==が像る留た天々一ハ震同政丑日と年録一年て元
ヵ5 発市地米大武、百倒は四：：：：：の亥か＾が

嬰讐篇胃甥讐懇盗夜晶半悶阿嬰篇安五魯礼二なた
tヽ；〗喜＇］ : [ ` 閲悶り兄讐賃嘉全゜：g 0~ 
。底遺確ら地央襲大と大ニーニ同＾三 見..__...
部跡認こ震 っ地ぁゆ日____月七一月 ての ど
かかさの ----て震るり、も五年七二 い福 が

2 鑓類開；；s 簗閤澁同。一、贋刈見骨t目 乞嬰 篇

--] -酬四
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花
冷
え
に
娘
は
青
白
き
顔
を
し
て
残
業
つ
づ
く
つ
か
れ
を
見
せ
る

春
の
雪
晴
れ
た
る
空
を
流
れ
ゆ
く
鼠
雲
あ
り
猫
の
雲
な
し

福
津
市
中
央

池
浦
千
鶴
子

（
評
）
こ
の
海
猫
は
普
通
カ
モ
メ
と
呼
ん
で
い
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
大
方
は
嗚
き
声
や
飛
ん
で
い

る
さ
ま
を
詠
う
の
に
、
足
に
目
を
付
け
た
の
は
お
手
柄
、
海
猫
が
何
と
も
可
愛
気
で
あ
る
。

（
評
）
カ
ー
ド
の
保
険
証
は
未
だ
見
た
こ
と
が
無
い
が
、
デ
パ
ー
ト
や
バ
ス
会
社
の
発
行
し
て
い

る
の
と
同
じ
型
な
の
か
、
カ
ー
ド
会
社
の
今
、
迷
惑
千
万
で
新
し
い
も
の
に
は
順
染
め
な
い
老
の

嘆
き
に
同
情
。

保
険
証
も
カ
ー
ド
に
変
り
入
れ
場
所
に
迷
び
て
を
り
ぬ
老
二
人
住
み

梅
の
枝
の
雫
に
い
く
つ
も
穿
た
れ
し
穴
よ
り
融
け
ゆ
き
春
の
雪
消
ゆ

道
の
辺
に
並
べ
る
小
さ
き
雪
だ
る
ま
並
べ
る
数
、
だ
け
の
観
音
i

選
者
詠

宗
像
市
朝
野

藤
井
浩
子

島
山
は
山
櫻
の
咲
く
春
と
な
り
海
嗚
り
の
音
高
く
き
こ
ゆ
る

宗
像
市

大
島

越
智
治
子

博
多
川
泳
ぎ
て
ゐ
た
る
海
猫
は
砂
地
に
足
の
と
ど
け
ば
歩
く

制
服
に
夢
を
包
み
し
一
年
生
瞳
あ
か
る
＜
端
正
な
り
し

福
津
市

在
自

佐
々
木
和
彦

宗
像
市
日
の
里

石
松
弘
次

（
評
）
今
年
の
冬
は
た
の
め
な
い
天
候
で
三
月
半
に
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
降
雪
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を

神
の
仕
業
と
し
た
表
現
は
見
事
。
私
も
春
の
雪
を
三
首
出
し
ま
し
た
。

病
室
の
窓
よ
り
見
え
る
み
や
し
ろ
の
手
水
舎
の
手
拭
風
に
ゆ
れ
い
る

福
岡
市
南
区

井
田
有
久
衣

起
き
ぬ
け
に
白
一
色
の
雪
景
色
神
の
仕
業
と
暫
し
見
惚
る
る

夜
半
ふ
い
に
余
震
の
あ
れ
ば
ハ
ッ
と
し
て
瞬
時
な
れ
ど
も
身
を
固
く
す
る

宗
像
市
田
野

森
つ
る
の

宗
像
市

曲

天
野
玲
子

（
評
）
私
達
を
驚
愕
さ
せ
た
中
国
各
地
に
於
け
る
あ
の
反
日
デ
モ
、
そ
の
驚
き
が
上
句
と
下
句
を

つ
な
ぐ
三
句
の
係
助
詞
「
も
」
が
効
果
的
で
巧
み
な
一
首
。

主
な
き
庭
の
花
木
々
萌
え
出
で
て
吾
を
さ
が
し
て
い
る
や
も
し
れ
ぬ

宗
像
市
鐘
崎

安
永
久
子

朝
の
日
に
木
々
の
若
葉
の
輝
く
も
ニ
ュ
ー
ス
は
叫
ぶ
反
日
デ
モ
を

草
び
か
む
思
び
に
足
を
踏
み
は
づ
し
童
の
こ
と
く
池
に
落
ち
た
り

宗
像
市
田
野

森
甲
子

宗
像
市
大
井

飛
び
込
ん
で
も
帰
り
た
き
と
ふ
玄
界
島
の
漁
師
の
言
葉
耳
を
は
な
れ
ず

（
評
）
こ
の
欄
で
も
地
裟
の
歌
は
多
く
寄
せ
ら
れ
た
が
、
島
こ
そ
違
う
も
の
の
同
じ
島
住
み
で
漁

業
従
事
者
の
生
活
を
良
く
知
る
作
者
な
ら
で
の
、
異
色
の
一
首
。

古
墳
か
ら
見
渡
す
四
方
は
真
白
な
る
梨
の
花
咲
く
畑
広
が
る

宗
像
市
日
の
里

大
和
美
由
紀

木
原
ふ
さ
子

宗
像
市
大
島

杉
田
鵬
子

餓
の
花
避
け
て
土
筆
摘
み
を
れ
ば
自
転
車
の
子
ら
声
掛
け
く
る
る

第
五
二
六
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

宗
像
市
池
田

森
龍
子

淡
窓
の
私
塾
の
跡
の
咸
宜
園
巡
れ
ば
素
読
の
幻
聴
を
聞
く

浮
羽
市
浮
羽

向
則
正

所
帯
持
ち
し
時
に
求
め
し
練
炭
火
鉢
先
の
地
震
に
壊
れ
し
が
捨
て
ず

福
津
市
中
央

中
村
勇

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
五
0
一
）

宗
像
市
光
岡
井
上
嘉
治

春
疾
風
地
蔵
の
前
掛
取
り
去
り
ぬ

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

花
な
こ
み
心
も
な
f
J
む
季
節
か
な

宗
像
市
田
中
憲
象

柿
若
策
耳
納
の
風
に
か
が
や
き
だ
す

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

山
門
の
地
俎
の
傷
あ
と
春
探
し

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
水

観
梅
行
温
む
御
手
洗
口
す
す
ぐ

吉
田

笠
の
地
嗚
き
の
声
や
裏
の
藪田

中

沼
に
浮
く
抗
礫
び
ぬ
蛸
糾
の
紐

木
原

ピ
ル
の
窓
地
震
に
崩
落
春
の
街

編
口
後
国
戸
乾
紅

知
で
し
ょ
う
か
？
日
記
形
式
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
こ
と
で
、
有
名
人
だ
と
中
田

選
手
の
「
ナ
カ
タ
ド
ッ
ト
ネ
ッ
ト
」
、

話
題
性
で
は
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
広
報
担
当

『
乙
部
綾
子
j
さ
ん
の
「
お
仕
事
日
記
」

な
ん
て
の
も
あ
り
ま
す
。
一
般
の
人
も

個
人
で
ブ
ロ
グ
を
し
、
人
気
ラ
ン
キ
ン

グ
も
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
▼
今
月
号

で
紹
介
し
た
「
ダ
イ
ド
ー
祭
リ
ド
ッ
ト

コ
ム
」
で
は
、
神
職
は
小
生
だ
け
で
す
が

『
み
あ
れ
祭
現
地
特
派
員
j
と
し
て
、
全

国
各
地
の
祭
り
担
当
者
に
混
じ
っ
て
プ

ロ
グ
を
し
て
い
ま
す
▼
ま
だ
み
あ
れ
祭

ま
で
時
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
な

い
こ
と
を
（
ほ
ぽ
小
生
の
日
記
に
近
い

）
四
い
て
ま
す
▼
プ
ロ
グ
を
し
て
い
る

人
を
「
ブ
ロ
ガ
ー
』
と
い
う
そ
う
で
す
。

機
械
に
疎
い
神
職
ブ
ロ
ガ
ー
の
記
事
も

よ
ろ
し
か
っ
た
ら
御
覧
下
さ
い
。
(
M
.
o
)

房
子

雨
葉

杏
子
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